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 本稿は平成 29年 12月 13日、立命館大学文学部に提出した卒業論文を加筆修正したものである。


























め、多くの研究者が指摘している点でもある (橋本 2007, 杉村 2007, 荻野・田野村 2011, 杉村






































































「飲み倒す」の用例検索および収集は、2017年 9月 14日から 15日にかけて行った。時間帯
は検索エンジンに対する負荷を減らすために、午前零時（日本標準時）を過ぎてからにした。
なお、「飲み倒す」と前項動詞が共通している「飲み潰す」、「飲み尽くす」の用例検索および収





(2) 「BCCWJ 主要コーパス語彙表」ではなく、「BCCWJ 語彙表 (全体)：短単位語彙表データ」を使用してもよ
い。実際に、両語彙表を使用して複合動詞の頻度調査を行った結果、高頻度複合動詞においては最大 73回の差が














得られる用例の件数は Google で 239 件、Yahoo!は 238 件ヒットするのに対し、goo では約
























(3) Yahoo! Japan - プレスリリース（https://about.yahoo.co.jp/pr/release/2010/0727a.html）





















































その後、形態素解析器MeCab（mecab of 0.996）と電子化辞書UniDic(unidic-mecabver. 2.1.2)
を使い、形態素解析を行った。詳細は補足資料を参照されたい (http://bit.ly/2uEfC1G)。
3.3 筑波ウェブコーパスの活用
本稿では既存のコーパスとして、筑波ウェブコーパス（Tsukuba Web Corpus: TWC）を、





















































分析に用いた「飲み倒す」の用例数は 924 例、使用頻度は 964 回である。用例数と使用頻
度が異なっている理由は、一つの用例の中に複合動詞が複数回使われている例があるからであ
る。まず、「～を飲み倒す」に前方共起する名詞を次の表 2に示す。
表 2 「～を飲み倒す」に前方共起する名詞（上位 5語、頻度降順）























表 3 「～を飲み尽くす」に前方共起する名詞（頻度 10以上、頻度降順）











































(5) 「飲み潰される」が受身を表す用例数は 96例（使用頻度は 97回）で、全体用例の 25.33%を占めている。それ














































表 5 「～を踏み倒す」に前方共起する名詞（NLTを基に作成、頻度 5以上、頻度降順）
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